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北大水産業報
24 (4)， 139-143. 1974. 

カンキヨウカジカ Cottushαngiongensis Moriの産卵期の

雄成魚に見られる未熟精巣

後藤 晃*

Adult Males of a Fueshwater Sculp担，Cottus hangiongensis 
Mori Having Immature Testis Found during 

the Spawning Period 

Akira GOTO* 

Abstract 

Adult m8iles of 00伽 8初旬伽ge削 isha.ving immature闘志iswere found during 
色hesp晶wningperiod in the river Daitobetsu， southern Hokkaido. Thωe individu晶Is
are， with a few exceptions， distributed only in the upper course of the river， off 
the spawning卸価 ofぬissp問問ぬroughoutthe year. The gonad index (Gonad 
W.fBody W. x 100) of the白emalωis 0.14 or less in the spawning period， wherea白
色hatof the m抗uremales inhabi七ingthe sp仰 ning紅白晶 is over 2，0. Sperm的 0・
gonia and spermatocyもeswere observed inぬ.eimmature testis of the males from 
the upper river， with a few cysts containing自perma品ozoa，although the cys旬 in
the male自 ob切inedfrom世1es伸明1ingarea were 8111 fiUed with spぽm晶もozoa.
There were no di質問佃明暗 inthe body length and the meristic characters 
between the m抗uremales ob伽inedfrom the sp乱wningarea品ndthe immature 
males taken企omthe upper course ofぬeriver. 

緒 言

カンキョウカヲカ Cottushangiongensisは，森りによって朝鮮豆満江から初めて記載された種で

あるが，その後佐藤・小林2)等tとより，北海道南部の諸河川および石狩湾に注ぐ厚田川にも棲息する

ζとが明らかにきれた。その後， 佐藤・小林3同，渡辺のおよび尾身6)等は，本種の生態，分布並び

に成長K伴う形態変化等について報告している。著者は，北海道の諸河川K寝息するカンキョウカヲ

カ及ぴハナカヲカ Cottusnozawaeの系統発生的関係ぞ明らかにする目的をもって，北海道南部の河

川に凄息する両種について，形態学的・生態学的並ぴに発生学的調査研究を進めている。本研究の過

程で，渡島支庁当別町大当別川に棲息するカンキョウカヲカの雄成魚には，産卵期にその精巣が成熟

しない群のある ζとを見い出したので報告する。本文fC入るに先立ち，本研究K当って懇篤なる指導

と校閲の労をとられた北海道大学水産学部新山英二郎教授，浜田啓吉博士，並ぴfC指導・助言を頂い

た同大学水産学部発生学遺伝学講座の各位K心より感謝する。

材料及び方法

著者は.1972年4月から 1973年4月までの期間に，北海道渡島支庁当別町大当別川 (Text-匂.1) 

*北海道大学水産学部発生学遺伝学講座
(La1x>>羽tory01 Em伽yologyand Gel叫伽，FacuUy 01 Fiaheries， Hokkaido U:叫versity)
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Text匂.1. The m乱pof rivers in sou恥<rnHokl，mido. 

で，三角網を用いて，カンキョウカッカ 171個体(体長29.8-112. 4 mm)を採集した。乙れらの標本

の中から，本種の産卵域(河口から約 2.5km上流地点までの区域)で採集した 39個体(体長31.2-

108.4mm)と産卵域を離れその上流で採集した 36個体(体長 51，1-107.9mm)をとり，その形態，

性及び生殖腺熟度 (G.1，) (生殖腺重量/体重x100)を調べた。また，それらの精巣をブアン氏液で固

定・脱水後，ティシュマットに包埋し， 81'の切片を作製した。染色法は， ヘマトキシリン・エオシ

ンによる二重染色を用い，光学顕微鏡によって観察した。

結果

大当別川においてカンキョウカジカは，河口附近から約 16km上流まで広く分布しており，その分

布は周年殆人ど変化する ζとはない。しかレ，産卵域(河口から約 2.5km上流まで)をはずれ，上

流K棲息している個体は，極めて少数の例外を除いて雄であった (Table1)。ζれらの雄の中で，体

長が70-75mmK達している成魚と考えられる個体について， その精巣を観察したと乙ろ， 産9醐

(4月中旬-5月上旬)においても，大部分の個体は非常に小きい小葉型の精巣を有しており，産卵域

K棲息する同様な体長の雄成魚と著しい相違を示した (Pl.1， Figs. 1-4)。乙れらの未熟精巣をもっ

雄成魚の G.1.は，周年0.2以下であり，産卵域K棲息する成熟雄の G.1. (8月0.2以下， 12月1.1

以上そして4月2.0以上)との聞には，明瞭な差が示された (Text-fig.2)。光学顕微鏡観察による組

織像では，産卵期 (4月)における ζれらの雄の未熟精巣は， 一部の包嚢に精子が見られるが，大部

分の包嚢は精原細胞及び精母細胞によって満たされていた。また，包嚢と包嚢の問には，多数の黒色
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後藤: カンキョウカジカ成魚の未熟精巣

Table 1. C. h側 gion抑制I8obtai.協edfrmη the 8pawning area and 
the旬:pperc側 r8eof the river Daitobet8協.

←・晶ー

Number of individuals 
Body (mlmen) gbh Da句

Female Male 

MAuagy • ふMay26， 1972 36 24 29.8-111.8 
18， '72 1 2 56.9-85.6 

Dec. 23， '72 11 9 34.0-112.4 
Mぽ.16-Apr. 11， '73 8 6 57.0-100.9 

M乱，y19-June 1， '72 。 39 51.1-107.9 
Aug. 24， '72 1 2 41.4・95.6
Dec. 26， '72 。 6 81.1-103.3 
Mar. 16・Apr.23， '73 2 22 44. 5-101. 3 

Table2. Theω叩 a吻側ofmerI8tic c加Tωter8betwe帥 the8pec伽 e糊 obtainedfr官別抗e8p仰略的g
αT官αandthe t哩Jperωur8eof the仰 erD叫 ob仰包側 Mαy6toM，仰 24，1972.

l-1BLINod|  Nod  |ゴピL
specimens I (mm) I spines of D・ 叩 ofD.I P. I A・Iv. 刊府，br帥

Spawning 31. 2 20 15 37 

品rea 39 IX 14 1，4 
108.4 22 16 38 

Upper 51.1 IX 20 16 38 

course 36 14 1，4 
107.9 X 22 17 39 

素胞が分布していた (Pl.11， Figs. 5， 7) 0 8月及ぴ12月に採集した雄の精巣も，ほi1同様の組織像を

示した (Pl.11， Figs. 11， 9)。 ζれに対し，産卵域で採集した雄では，正常な精子形成過程が観察され，

産卵期 (4月)の精巣の組織像では，すべての包嚢が精子によって満たされていた (Pl.11， Figs. 6， 

8)。産卵期後数カ月を経た 8月の雄の精巣には，精子がみられず，精原細胞によって満たされ (Pl.

U， Fig. 12)， 12月に得られた個体では，精巣は精子変態中の精細胞によって， その全体が満たされ

ているととを示した (Pl.U， Fig. 10)。黒色素胞の分布については，未熟精巣との問fC相違がみられ

なかった (Pl.U， Figs. 6， 8， 10， 12)。同様に，産9棚 (4月)fC産卵域とそのよ流域でそれぞれ採集し
た幼魚(体長47-62mm)の精巣についても観察したが， 両者とも精巣fC精原細胞が見られ，組織学

的相違はみられなかった (Pl.11， Figs. 13， 14)。体節的形質についての調査は，脊椎骨数・各鱒の放

数及ぴ軟条数について行ったが，上述した未熟精巣をもっ雄成魚は産卵域の雄成魚と比較して， どの

形質についても差異が認められなかった(Table2)。なお，産卵域とその上流域では， その水温fC若

干の差異がみられた (TexHig.3)。

考察

従来，カンキョウカ~カについては，北海道南部の諸河川の調査から，各河川の下流附近のみに棲

息すると報告されてきた勾。筆者の調査でも，同じ北海道南部の茂辺地川，戸切地川及び流渓川等で

は，本種の棲息域は河口からその約2-3km上流地点までであり，上述の報告と一致する。しかし，

ζれらの河川に隣接する大当別川においては，本種が河口域から 15-16km上流域まで広く棲息して
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いる ζとが観察きれ，しかも産卵域をはずれ，その上流K棲息する個体の大部分が雄である乙とは，

生態分布上からみて興味ある問題をふくんでいるであろノう。また，産卵域をはなれ， その上流に棲息

している雄の中で，体長がすでに成魚段階に達しているものの大部分が，産卵期においてもその精巣

は小さし一部で精子形成を見るが，大部分は精原細胞及び精母細胞を示す。しかも， ζれらの雄が

産9醐においても，産卵域から離れて棲息しているというととは，未熟精巣をもっ雄成魚が生殖行動
K関与していない乙とを示しているであろう。乙れらの雄魚の出現の原因については，現在明確な証
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後藤: カンキョウカジカ成魚の未熟精巣

拠をもっていないが，①他種との交雑，@生態的要因の2つが考えられるであろう。第1の交雑につ

いては， 混棲している同属のハナカ~カとの交雑が考えられるが， a. カンキョウカヲカの雌成魚に

は， ζのような未熟魚がみられない乙と， b.未熟精巣をもっ雄成魚が形態的に産卵域の雄成魚と変

わりがなく，ハナカヲカの形質が全くみられない ζと等は，鈴木7)が多くの魚類の交雑について報告

している結果とも異々り，交雑が原因であるとは考えにくい。第2の生態的要因としては， 次のよう

な2つの考え方が出来る。 1つは，産卵域とその上流の環境諸条件の相違であり，いま 1つは，本種

の仔・稚魚期の生活習性K関する乙とである。環境諸条件については，野村めが魚類の成熟・産卵と

外部環境要因fL関して述べているように，水温・日照・餌等が挙げられる。水温については，生殖巣

が発達しだす9月以降で，産卵域と比較し，その上流では少し低く，日照時聞についても，河口附近

の産卵域と山間部の上流域では相違があろうと予想される。また，餌生物の分布についても，河川形

態の違う両域で相違しているであろうと予想される。しかし，このように両域での環境諸条件の若干

の違いが，未熟精巣をもっ雄成魚の出現K関係があるかどうかは明らかでない。本穫の仔・稚魚期の

生活習性に腐して考えられる乙とは，本種の仔魚は帰化後，すぐに海に流下し，稚魚期K湖河する生

活習性をもつが，一部に降海せず河に残っているものがあり， それらのものから ζのような雄成魚が

出現するかもしれないという乙とである。すとtわち，海での生活を経過する乙とが性成熟のための条

件ではないかということである。しかし，川に残留する仔魚の存在については未確認であり， また，

たとえ ζのような仔魚がいたとしても，残留したものが未熟精巣をもっ雄成魚を生みだすという明確

な根拠は現庄のと ζろ見当らない。以上述べたように，魚類の種族維持に必要な生殖巣の発達を欠く，

乙のような雄成魚の出現は非常に興味ある ζとといえるが， その出現の機構及ぴ種族維持とのかかわ

りについては，現在のと ζろ不明である。

要約

1) 北海道南部大当別川に棲息するカンキョウカヲカ Cottushangiongensis Moriの雄成魚の一部

11:，その精巣が周年未熟の状態11:あるものが見いだされた。 2) 乙のような雄は，同種の産卵域(河

口からその約2.5km上流まで)を離れ， その上流域に周年棲息しており， 産卵域にはほとんど見る

ζとが出来ない。 3) 生殖腺熟度は，周年0.2以下で， 産卵期の精巣は一部で精子形成がみられる

が，大部分は精原細胞及ぴ精母細胞の段階にあった。 4) 体長は充分成魚段階 (70-75mm以上)fL

達しており，形態的には産卵域に棲息する成熟魚と変わると ζろがなかった。
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Explanation of Plates 

PLATE 1 

Fig. 1. Adulもmaleof Oott'U8加吋め吋6糊おもakenfromも，heupper course of the river 
Daitobe旬U on M晶，y24， 1972. Body length 96.0 mm. 
Fig. 2. Adult m晶leof 00伽 800怖がonge1ωI8ぬkenfrom the sp晶，wning即時oftheriver 
Daiω，be旬uon May 6， 1972. Body length 99.4 mm. 
Fig.3. Test鼠 of色headulもmale(B.L. 97.5 mm)旬kenfromぬeupper cours白 ofthe 
river on May 24， 1972. 
Fig.4. T倒 isof the adulもm晶le(B.L. 86.6 mm)伽.kenfrom色hesp晶wningare晶 onMay
6， 1972. 
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GOTO: Adult males of CottU8 hangiong由 1，sishaving immature testis 



Explanation of Plates 

PLATE 11 

The testis of o. hα叫gi仰1{/ι削 is伽kenfrom the river D晶itobe旬u.

Fig.5. Te剖isof the aduIもmaletaken from the upper∞urse of the river in the sp乱，wn・
ing period (ApriI ll， 1973). B.L. 93.2 mm. x 93. 
Fig. 6. Testis of the adult male taken from the sp晶，wning町回 inthe spawning period 
(April 11， 1973). B.L. 95.3 mm. x 93. 
Fig. 7. High m晶gnifiedview of the旬stisin Fig. 5. x 370. 
Fig. 8. High magnified view of the testis in Fig. 6. x 370. 
Fig. 9. Testis of the adult male旬，kenfrom the upper course of the river on December 
23， 1972. B.L. 100.0 mm. x 93. 
Fig. 10. Testis of the adult m晶Ietaken from the sp晶wning乱，reaon Dec咽 lber23， 1972. 
B.L. 112.4 mm. x 93. 
Fig. 11. Tesもisof the adult male taken from the upper course of the river on Augu凶
24， 1972. B.L. 95.6 mm. x 93. 
Fig. 12. Testis ofもhe乱dultmale taken from the spawning品reaon August 24. 1972. 
B.L. 72.5 mm. x 93. 
Fig. 13. Testis of the m晶Iein young s句ge旬，ken企'omぬeupper∞urse of the river 

on ApriI 18， 1973. B.L. 48.3 mm. x 370. 
Fig. 14. Testis of他emale in young 成品，getaken企omthe sp晶，wning卸価 onMarch 
16， 1973. B.L. 55.7 mm. x 370. 
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GOTO; Adulもmalesof Cottus h剖 'fliongensishaving immature旬stis
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